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　当研究部門エネルギーネットワークグルー

プでは、分散型電源の普及と水素エネルギー

社会の到来を見越した、将来における望まし

いエネルギーネットワークのあり方について

研究を行っている。

　その研究の一つとして、燃料電池が住宅へ普

及した場合に、各住宅が個別に燃料電池を導入

するだけではなく、各住宅の間を、電力･熱･水

素のネットワークで相互接続し、住宅に設置さ

れた機器の連携･協調運用を図ったりエネル

ギーを自在に融通したりすることを提案し、検

討やシステム解析を行っている（図１）。

　例えば、水素の融通ができることで、都市ガ

スから燃料電池の燃料となる水素を作るための

改質器を、いくつかの住宅で共有できる。これ

によって機器費用を低減できる上、起動停止や

低負荷運転といった改質器の寿命や効率に悪影

響を与える運転を減らすことができる。その他

の機器についてもネットワーク化によって共有

が可能となる。電力や熱の需要は、住宅ごとに

時間的なずれがあり、そのずれとエネルギー融

通とを組み合わせて利用することで、全体的な

機器容量の削減や効率的な運用が可能となる。

　以上の利点を活用し、全体の経済的な負担を

抑えながら、省エネルギーや二酸化炭素排出削

減を目指す。我々の試算では、今後数十年間に

おいて、エネルギー融通を行わず単に燃料電池

を住宅に導入する場合と比較して、2倍から3倍

の省エネルギー、二酸化炭素排出削減効果が得

られると推測される。

　現在、燃料電池の実機と実際の住宅で計測し

た需要データとを用いた実証試験を行っている

（図２）。同時に、実証試験の解析結果から数学

的なモデルを構築し、パソコン上で動作するシ

ミュレータを開発している。シミュレータに

よって、実際の住宅地域を対象とするような大

規模なシミュレーションが可能となり、それら

から二酸化炭素排出削減効果や省エネルギー効

果を定量的に評価する。

　ネットワーク化の実現には、技術的課題に加

えて、ネットワークの設置や管理及びそれにか

かる費用、機器の運用やエネルギーを融通する

際の規則や料金設定、などの課題があり、それ

らについても検討を行っている。ネットワーク

や各住宅の機器の管理･運用、エネルギー融通

の調整などを行う新しいビジネスも生まれるか

もしれない。

　さらに将来的には、住宅だけでなく、ビルな

ど他の需要家を含む都市規模でのネットワーク

化についても検討を行う予定である。
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図1　住宅におけるエネルギーネットワーク

図2　実証試験設備（燃料電池及び負荷計測装置）


